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（b）開設主体別分布   

開設主体別の収支差領比率は以下のとおりであった 

・国立・公立〝つ外来の分イ1言がやや低めであるものの、開設主体別に大きな違いは見られな   

かっ7こ 

図表3→ト6 開設区分別 入院・外来別 収支差祇比率分布  
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（b）外来部門：医業収益・医業費用・収支差毎比率（診療科の構成比）   

外来部門の診療科別医業収益・医業費用の構成比は以下のとおりであるこれは、調査対象病院全体の外来データを合計し、全休の外来部  

門医業収益を100とした場合の各診療科の割合を算出したものである 

図表3－1－8 診療科別収支計算結果（構成比：外来）  
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（C）入院・外来部門合計：医業収益・医業費用・収支差額比率（診療科の構成比）   

入院・外来部門合計の診療科別医業収益・医業費用の構成比は以下のとおりであるく．これは、調査対象病院全体の入院・外来データを合  

計し、全体の医業収益を100とした場合の各診療科（入院＋外来）の割合を算出したものである一＝．  

図表3－1－9 診療科別収支計算結果（構成比：入院・外来合計）  

入院・外来部門  
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④診療科別収支言十算結果（診療科別平均）  

（a）入院部門：医業収益・医業費用・収支差積比率（診療科別平均）   

入院部門の診療科別医業収益・医業費用及び収支差額の平均とそれぞれが医業収益に占める比率は以下のとおりであるこ これは、調査封  

象病院の入院部門の医業収益・医業費用を診療科ごとに平均したものである．．病院数が10未満の診療科（小児外科・こう門科・産科・アレ  

ルギー科・リハビリテーション科）についてほ除外した また、参考として類似する診療科（内科系・外科系・産婦人科弄）の再集計を記  

載した  

国表3一ト10 診療科別収支計算結果（平均値 入院）  
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（b）外来部門こ医業収益・医業費用一収支差嶺比率（診療科別平均）  

外来部門の診療科別医業収益・医業費用及び収支差額の平均とそれぞれが医業収益に占める比率は以下のとおりである一つこれは、調査対象  

病院の外来部門の医業収益・医業費用を診療科ごとに平均したものである。病院数が10未満の診療科（小児外科・こう門科・産科・アレル  

ギー科・リハビリテーション科）については除外した＝．また、参考として、頬似する診療科（内科系・外科系・産婦人科系）の再集計を記  

載した。なお、以下の計算について、当該診療科単独でそもそも収益t費用が対応することを想定していない診療科も存在することに留意  

する必要がある。  

図表3－1－11診療科別収支計算結果（平均値：外来）  
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（c）入院・外来部門合計：医業収益・医業費用・収支差祐比率（診療科別平均）   

入院喜叩弓・外来部門を合計した各診療科の診療科別医業収益・医業費用及び収支差顎の平均とそれそれが医業収益に占める比率は以下のと  

おりである．ニれは、調査対象病院の入院部門・外来部門の医業収益・医業費用を診療科二とに合計しノ、平均したも♂ノである 病院数が川  

未満の診療科（小児外科・こう門科・産科・アレルギー科・リハビリテーーション科）につし、ては除外した また、参考としノて、類似する診  

療科（内科系・外科系・産婦人科幕）の再集計を記鼓した なお、以下の計算について、当該診療科単独でそもそも収益・費用が対応する  

ことを想定していない診疎科も存在することに留意する必要がある二 

図表3－1－12 診療科別収支計算結果（平均値．入院・外来合計）  
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第3章 調査研究の結果  

下図表は外来部門における収支差額比率の分布を示しており、上表でばらつきの大きい  

診療科、下表でばらつきの小さい診療科をまとめて表示した。．  

・外来の診療科の病院全体の収支に与える影響は小さいが、その中では、リハビリテー  

ション料、放射線科、婦人科、整形外科等がマイナスに働いている傾向がある・  

（d）診療科別収支差額の分布（箱ひげ図）   

主要な診療科について、当該病院の収益全体に占める各診療科の収支差額比率の分布を  

示すと、以下のとおりとなる。．なお、病院数が10未満の診療科については除外した．こ．   

下図表は入院部門における収支差額比率の分布を示しており、上表でばらつきの大きい  

診療科、下表でばらつきの小さい診療科をまとめて表示した。  

・病院全体の収支に与える影響としては、外科・整形外科等がプラス、循環器科・心臓   

血管外科等がマイナスに働いている傾向がある．ニ．  

図表3－1－13 診療科別 収支差額比率分布（入院）  図表3－1－14 診億科別 収支差額比率分布（外来）  
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第3章 調査研究の結果   

・整形外科の入院部門は収益が費用を上回る柄院の数が多いが、外来部門のほとんどは  

費相が収益をと回っていたし泌尿器科につい〔は、外来部門では両者の故に大きな差  

は軌、が、入院部門では収益が費用を上回る病院が多かった  

図表3－1－17 整形外科における患者1人‖ヨあたり医業収益／医業費用分布  

（e）患者1人1日あたり医業収益一医業費用分布（散布図）   

主な診断トの患者1人1Rあたり医業収益・医業費用の分布は以下のとおりである二  

・内科については、入院・外来とも45度練（収益・費用の一致点）の下方（収益が費用  

を上吐1る＝引離完故、上方（費何が収益せ上回る）の病院数に人きな違いはなかった 
一方、外相こついては、入院部門では収益が費用を上回る病院が多く、外来部門では  

費周が収益せ上回る病院の方が多かった  

図表3－ト15 内科における患者1人1日あたり医業収益／医業費用分布  

「
・
～
 

一
に
）
旺
併
〓
I
鵬
 
 

●■i・■′ノ  

0  2DDOD   40000   6ロ000   80DOO  100DOO  】28000  

医業収益（円j   

図表3－1－18 泌尿器科における患者1人1日あたり医業収益／医業費用分布  

20□DO    一口OO8    らロ仁00    8DDOO l00ウ00  
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第3章 調査研究の結果  

（3）調査結果  

①等価係数の存在する割合（カバー率）   

「手術Jに関しては、平成18年度までの調査データに上記5病院のデータをあわせて  

平成i9年度の収支計算に用いる等価係数を算定した．、この結果、平成19年度で発生した  

サービスのうち等価係数が存在するものの割合（等価係数のカバー率）は下図表のとおり  

となった．．「手術」に関して、l（コード種類別で見た等価係数の存在する割合はこ16％であ  

ったが、実施件数では89％、総点放では92％に達した，‥．また、「検査」「画像診断」の等  

価係数算定においては、平成18年度までと同じデータを使用L、実施件数・総点放とも  

に大半の行為で等価係数を用いた．＝ なお、等価係数が存在しないサービスについては、平  

成18年歴と同様、レセプトデータの平均点数を媒介に推計を行う方法で対応した＝．  

図表3－2－4 平成19年度発生したサービスのうち、等価係数の存在する割合（力／ト率）  

2．特殊原価調査   

本調査研究では「手術」「検査」「画像診断」についての等価係数を算定しているが、平  

成19年度はこのうち等価係数の存在する割合の低い「手術」に関する調査を実施した。  

（1）調査対象病院   

一般原価調査対象病院から、手術の実施バターン数が多いと見込まれる13病院に調査  

値碩を行い、このうち応諾を受けた6病院に対Lて調査票を発送した．∴最終的にデータ提  

供を受けた5病院は以下のとおりである。．  

図表3－2－1平成19年度特殊原価調査 調査対象病院  

A病院   B病院   C病院   D病院   E病院   

病床規模  500床以上  500J末以上  20～199床  200～199床  500床以上   

開設主体  その他※   その他※   医療法人   医療法人   その他※   

※rその他」とは、図表3トコにおける「上記を除く開設区分」（丁公的」（日赤、済生会、北海道社会事  

業協会、厚生風国民睡肘呆険団体連合会）、「社会保険関連法人」（全国社会保険協会連合会、厚生年  

金事業振興随、船員保険会、健康保険組合及びその連合会、共済組合及びその連合会、国民l建康悍険  

組合）、rそ呵山（公益法人、社会福祉法人、医療生協など））である。   

なお平成19年度は、平成18年度までの「特殊原価調査」実施病院と平成19年度の上  

記5病院のデータをあわせて標準的等価係数を算定した．〕最終的に平成19年度の標準的  

等価係数算定のもととなった「特殊原価調査」の実施時期と病院数は以下のとおりであるン  

図表3－2－2 平成19年度標準的等価係数作成のためのデータ提供病院   

等価係数  

（構成LL）  （構成比）  （構成比）   

手術   存在する   5：三8  こ16％  41．5⊥13  89％  3二17．709、101  9：：彗－  

存在しない  619  54％  ⊥1，99：  11㌔  29，570，8：三9   研一   

検査   存再三する   1ヰ3  67冥，  3．55：三．093  99％  473，075．7：！○  99％  

存在しない   69  33％  コ4．S33   1％  4，359．039   1％   

画像診断  存在する   †ご  7】‰  5j3，031  ユ00％  358．63ユ，3．58  97誓，  

存在しない   5  ：9％   87∈‡   0％  7，009．905   3％  

合計  存在する   683  50？も  4，l：う6，667  99％  1，079．‘116．181  96≠  
（手術＋検定十画門甘川和  

存在しない   693  50％  30．703   1％  ー10，939，773  4％  

・l  

平成16年度  平成17年度  平成19年度  合計   

手術   12病院   1病院   5病院   18病院   

検査   10嫡院   1病院  11病院   

画像診断   10病院   1病院  11病院   

なお、手術部門費用の中で各費目が占める割合（平均）は以下のとおりでiわる 

材料費：給与費：設備関係賀∵その他の費用＝57％：30％：8％：5％  

②「標準的等価係数」の算定  

上記データから全病院の収支計算で据剥こ月］いる「標準的等価係数」を算定した．．平成  

19年度は「特殊原価調査ワーキンググルーーブ」で「標準的等価係数」について検討、チー  

タの安定性を向上させることを目的として、算定方法を一部変更した1．－．算定方法の詳細に  

ついては「第4章 考察 2．特殊原価調査」に記載した．＝．   

この結果、手術に関する「人件費」について平成18年度までの等価係数を更新し、平  

成19年度の全病院に関する収支計算に利用した．．算定した等価係数は、資料3のとおり  

である．．  

（2）調査実施状況   

平成19年度の「特殊原価調査」の調査対象期間は、「平成19年4月診療月分から平成  

19年10月診療月分の間で、10月分から遡ってデータ提供可能な期間」とし、平成】9年  

11月に調査票を発送したく．上記5病院からの回答状況は以下のとおりであるり  

図表3－2－3 平成19年度調査対象病院における回答状況  

A病院  B病院  C病院  D病院  E病院   
H19／ヰ  1119ノ＿1  l▼I19／＿1  

提冊データ対象期間   Il19／10  Ⅰ寸19／10   へ」Ⅰユ9／ユ0   ′、H】9／】0   へ／Ⅰ寸】9／】0   

手術件牧   ：〕97件  37＿1件  ：3：】1件  2．752件  2、988件   

Kコード柏餅牧   122種碩  1：∋7位顆  ：うー1種類  293種類  3  
平成18年度までは 、病院ごとに病院別・職種別り）Kコードごとの平均投入量（手術時間×人牧）を求  
めた後、職種別に平均投入量の全病院の中央値を求め、それに全病院の平均人件狸単価（職種別）を  

乗じてコストを求めていた．平成19年度は、柄院〟）垣根をとりはらった全データに関して投入鼓び）平  

均値を求める方法で算定した  

一37－   －16－  



箭3章 調査研フ己の結果  

「収支を把握している」と回答した51病院に診療科部門別収支把握の開始年度を、「把  

握できるように計画を進めている」と回答した29病院に開始予定年度を調査したところ、  

以下のとおりであった、、特にここ5年間（平成】5年～平成i9年）に開始した病院、ある  

いは平成20年度までに開始予定の病院が多かった▲．  

図表3－3－3 診療科部門別収支把握の開始年度もしくは開始予定年度  

3．アンケート調査（事前調査・事後調査）  

（1）事前調査   

①事前調査概要   

調な対象病院のデータ整備状瀬、原価計眉・診療科部門別収支実施状況及びその利活用  

状況の把握のために、調査「滑始時にアンケーート調査（事前調査）を実施した 

（a）回答状況  

■ 調査対象  

全調査対象病院ニ88病院  

■ 回答率  

9G．6し沌（85病院／88病院）  

■ 回答者  
本調査研究担当者・病院〝〕原価計算▼担当者  

②事前調査結果  

（a）システム環境と収支把握状況  

調査対象病院√）「1’システム導入状況は以下のとおりである  

国表3－3－11Tシステム導入状況とシステム専管部署の設置状況  

収支把握の開始予定年度  n＝コ9  収支把帽の開始年度  11＝51  

11 （％）  平成19年度  ／（コ4ワも）  平成ニ0年度  1コ （－＝％）  平成21年度  1（ト1nん）  未定  二う （10吋）  その他・不明  3 （10りら）  

また、診療科部門別収支の把握状況を開設主体別・病床規模別に見ると、以F〔7）とおり  

であったハ ニれらの調査対象病院の中では、開設主体では医療法人、病床規模では比校的  

病床数の多い病院が診療科部門別計算を実施している割合が高かった－  

図表3－3－4 開設主体別、病床規模別の診療科部門別収支把握状況  

システム専管部署  n＝85  ITシステムや人状況（便牧回答） 11＝85  

11 （¶J）  n （－沌）  総数  開設］三体  病床規模  
国立  

医療法人   ・公立   除く   20－199  コ00－」1り9  500－  

n＝車l  11＝ト1  n＝コ7  11ニュ2  n＝らlと‡  【1＝15  

（5：甑）  （1即ム）  （3コ？ム）  （2肌）  （56帰  （18％）   

把握している（部分的な  51  2B   16   9   28   ‖   
把握含む）   （100吋）  （55％）  （卜Ⅲ）  （31【ごら）  （ほ？h）  （55qん）  （27ワん）   

把握できるように計耐を  」リ  L5   6   冒   L7   

進めている   （川0％）  （52ワん）  （ヱL17ム）  （2即ム）  く38りら）  （59ワ乙）  （こうつi）   

把握した▼とがないL計  5   3   0   

直巨そ」ない   （‘10ワも）   

・15 （5、う㌔）  

G7 〔7肌）  

79 （9．㌍、－）  

・15 （538り）  

GO （710り）  

G6 〔7S帰  

コ7  い二0〕）  

＼・  

電子カ／レテシステム  

オーダリンゲシステム  
ほ雪工業托支援システム  
人乎管理支ほシステム  
物品管ナ里システム  
経理システム  

管理会計システム  
モ万）旭  

システム専管部署あり  

システム専管部署なし  

その他  

6T （79？ら）  

17 （ヱ0ワん）  

1 （拍）   

事前調査回答病院（85榔一完）ノつうちの（う〔嘲J（51病院）が、診療科部門別収支を把握L  

ていた（部分的甘把握・逓はに把握していたもぴ〕を含む）二♂つ「収支を把握Lてし＼る」  

と回答Lた病院に対Lて、収支把握の頻應を調査Lたところ、73％の病院が定期l拍に把握  

し、川％の病凝は必要なときのみ把握していた  

図表3－3－2 診療科部門別収支把握状況  

診療†斗郡P「】別収支肥刀封ノこ況  【1＝R5  収支把握の此度  11＝51  

l二記「収支を把握している」と回答Lた51病院に、診療科ノ＼の曹用の直献割合を弧値  

したところ、「概ね70％」「概ね50％」と答えた病院が多かったリ  

11（（祐）  

定期的に把握  

必要なときの，み把握  

その他・不明  

37（7：iり。）  

R （lGロら）  

6 （1コ〔－ん）  

把握している（部分的な把握含む）  

把握できるょうに計画を進〟）ている  

把握したことが／ハ、し計画も′亡い  

51（60【筒）  

コ9 r3Ltn。）  

5 （しうっ。）  

ー〕ウー   
－「8－  



第3章 調査研究の結果  

（b）診療科部門別収支の利活用状況・報告範囲  

「診療科部門別収支を把握している」と回答した51病院について、その利活用の目的  

を調査したところ、図表3－3－8のとおり業績評価や原価管理に利月］している病院が多かっ  

た．ユまた、算定した収支計算結果を報告している職階は図表3－3－9のとおりであった1二・  

図表3－3－8 診療科部門別収支の利活用目的  

図表3－3－5 診療科への直誅割合   

診療科への直課割合  1ュ＝51  

5 （LO小品）  

20（39％）  

11（2コ％）  

7 （l購）  

3 （69乙）  

5 （10％）   

おおむね90％を直諜  

おおむね70％を直謂ミ  

おおむね50％を直課  

おおむね30％を直往  

おおむわ10％を直課  
その他・不明  

複数虐帽）  

診療科部門別収支の利活用目的（複数回答） 11＝51    1「 （％）  原価管理  33 （65％）  診療科部門別の予算管理  16 （3川）  業績評価  3・l（67％）  診療科構成等の再構築計画  1コ （2ヰ％）  増員または投資（高槻医療機儲購入等）の判断  19 （37％）  その他  l （2％）   

診療科部門別収支の把握状況とITシステム導入状況の関係を見ると、収支把握状況と  

導入しているTTシステム種楠には明確な傾向が見られなかった「  

図表3－3－6 収支把握状況とITシステム導入状況  
図表3－3－9 診療科部門別収支を報告している職階  

11＝S5  
電子カルテ   オーダリンク   匝矩支穏   人躯  物品  経理   管理L会計  

あり  なし  ぁり  なし  、hり  
一「l   

（53サ．，）   

把握Lている（細分的   コS  コ3  8  ↓」  購  3  コや   
な把握含む）  （13彗．）  

把握できるように計画   山  田  コ5  1  ニ6  由  11  15  19   10   
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図表3－3－10 診療科部門別収支を報告している職階  

また、診療科部門別収支を把握している51病院の費用の直課割合とITシステム導入状  

況の関係についても、ITシステムの種掛こは明確な傾向が見られなかった： 

図表3－3－7 直課割合とITシステム導入状況  
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